
















第 1 章 序論 
 第 1 節 問題設定 











 第 4 節 方法論 
 （1）周縁の人類学者 
 （2）遊牧研究の新たな視座 
 第 5 節 本研究の枠組み 
 （1）本研究の視座 
 （2）本論の構成 
第 2 章 特色のある東部地域 
 第 1 節 内モンゴル自治区の自然・社会環境 





 第 3 節 中国の周縁地域としての東部地域 







第 3 章 東部地域におけるモンゴル人のブタの飼育と利用実態 
 第 1 節 人間と動物の多様な関わり方 
 （1）牧畜民の家畜と農耕民の家畜 
 （2）矛盾をはらむ家畜ブタ 

















 第 6 節 小括 
第 4 章 東部地域におけるモンゴル人の農業実践 
 第 1 節 拡張的発展の遊牧民 




 第 3 節 東部地域における集約的農法の導入 
 （1）シャンタイ・タリヤ 
 （2）東部地域における農業の実態 
 第 4 節 東部地域のモンゴル人の農業経営の実態 
 （1）バヤン・アイルの事例 
 （2）ウニル・アイルの事例 
 第 5 節 小括 
第 5 章 東部地域におけるモンゴル人の牧畜業の変容 











 第 3 節 家畜利用形態の変容 
 （1）乳利用しない牧畜経営 
 （2）「メス維持型」牧畜への転換 
 第 4 節 小括 
第 6 章 東部地域のモンゴル人の土地利用形態の変化 
 第 1 節 遊牧国家における土地 
 第 2 節 清朝によるモンゴル統治 
 （1）藩部としてのモンゴル地域 
 （2）蒙地開墾 






 第 4 節 東部地域おける土地使用権の分配のプロセス 
 （1）バヤン・アイルとウニル・アイルの土地使用権の分配プロセス 
 （2）フデ・アイルの土地使用権の分配プロセス 
 第 5 節 小括 
第 7 章 東部地域のモンゴル人の定住村落社会 




 第 2 節 通過儀礼 
 （1）出産儀礼 
 （2）婚姻儀礼 
 （3）ジル・オロホ（jil aroohu） 
 （4）葬式 
 （5）まとめ 
 第 3 節 年中行事 
 第 4 節 東部地域の民謡と「伝統」文化の資源化 
 （1）ホルチン民謡 
 （2）民俗楽器 
 第 5 節 小括 
第 8 章 結論―はざまに生きる人々の実践 
 第 1 節 本論の要約 
 （1）経済的合理的選択 
 （2「伝統」の持続と変容 
























































































































































 続く第 7 章では、東部地域におけるモンゴル人は定住・農耕化に合わせた年中行事と通
過儀礼の再編を考察した。結果として、年中行事と通過儀礼に構造的な変化はないが、儀礼






















































田 2013：25）することは農業社会における人口流動のパターンと言えよう。清朝は 18 世
紀以後に経済の降盛とともに人口が急増し、広範囲で人口移動が著しく活発化した。なかで
も、内地から辺境地域へ、すなわち現在の内モンゴル、新疆、雲南、台湾へ人口が流出した
 11 
（華 2003：21）。これらの漢人移民は自らの農業の生産と生活習慣を入植先に持ち込んだ
が、受け入れ先の人びととは決して彼らの生活実践をそのまま受け入れたわけではない。内
モンゴルの事例からいうと、東部地域のモンゴル人は洗練された農耕民でありながら、牧畜
民でもある。彼/彼女らは農業を生活に取り入れたうえに、牧畜業とうまく複合させて生活
を維持している。つまり、「伝統」に生きる人びとでも、「漢化」した人びとでもなく、社会
変容と近代化を経験し、新たな生活実践を創出した人びとだと言える。 
 これまでの人類学的遊牧民研究では、遊牧は人と家畜が共に移動する牧畜経営と定義し
てきた。なんといっても、移動は遊牧の重点であった。今日における遊牧は近代国家の境界
に囲まれ、移動の距離が縮小、移動の回数が減少、定住化したことで、従来の遊牧の概念が
その有効性を失われつつある。実際、遊牧とは移動にのみあるものではなく、人と家畜の共
生実態や動物の習性に合わせた飼い方こそが遊牧のポイントと本論で指摘する。今西（1995）
はモンゴルの遊牧は「半野生」的な家畜の飼い方と指摘した。また、近年は遊牧に関して「探
索型」の遊牧論が指摘され始めている（小長谷講義 2021）。小長谷はモンゴル遊牧民の家
畜の飼育方法は日帰り放牧ではなく、遠くの放牧地で自由に採食させる。遊牧民はそれを
時々チェックする。このような状態下で、家畜はしばしば行方不明になる。行方不明になっ
た家畜を探すことは遊牧民の重要な作業であった。モンゴルの牧畜システムにおいて非常
に豊富な家畜名称体系が発達したことは家畜探しのためとも指摘され始めている（小長谷
講義 2021）。小長谷が指摘する探索型の新遊牧論は従来の移動論を超えて、動物の習性に
合わせた家畜飼育形態であり、遊牧の内実だといえよう。本論では遊牧とは、家畜と人間の
相互的依存、動物の習性に合わせた家畜の飼い方として指摘する。西洋、近代的な人間中心
主義由来の支配的観念とは大きく異なるポイントだと指摘した。 
